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 加盟１９団体の方々からご協力をいただき、各チーム選手（保護者）の声を、数値化して以下にまとめ

ました。今回も総じて好意的な声が多かったようです。各チームの活動が、保護者や選手の声に耳を傾け

ながら進められていることを感じました。しかし前年度より少しですが、肯定的評価が下がっているの

が気になります。また各大会で好成績をおさめておるチームの満足度があまり高くない傾向が、今回も

見られています。勝敗にこだわりすぎないよう、気を付け合いましょう。自由記述欄の中にも、貴重な声

があります。これらの声を参考にして、今後とも、チームの方針と選手・保護者のお考えを合わせ、お互

いがＷＩＮ・ＷＩＮの関係を築けるような充実した活動を行きたいです。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

            ・明るく・温かく・明日に向かって   

 

 高知県小学生バレーボール連盟 

                                                                         広報委員会通信広報委員会通信広報委員会通信広報委員会通信 
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ご協力ありがとうございました。 

 



 
 

 

 

 
 
 

 

 

2022 年度 幼稚園・保育園ソフトバレー実施支援事業開催報告書 

 

 

 

令和５年 2 月 21 日（月）社会福祉法人高知南福祉会 横浜保育園において、副総務委員長 

西内紗和氏（横浜新町）が中心となり、以下の内容でバレーボール教室を行っていただきました。

年長児１６名（先生４名）と、楽しく過ごせたとの報告をもらっています。日本小学生バレーボ

ール連盟からも５万円を上限に支援があります。ぜひみなさんのチームも令和５年度に取り組

んでみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記述欄からの抜粋 

〇指導者が子ども間のトラブルや子どもの暴言にもおだやかに対応してくれるので、本当

に助かっています。感謝しています。 

〇真剣に指導していただき、褒めるところは褒めてくれ、良い監督とコーチで子どもたち

が成長することができました。 

〇バレーボールを楽しんでいます。親も子も友だちがたくさんでき、とても喜んでいます。 

アンケート結果からの考察（コンプライアンス委員会分析） 

〇県大会上位チームの満足度が高いという相関関係は無いと言える。 

〇メンバー数が多いチームの満足度が高いという相関関係は無い。 

〇大会時のベンチワークに笑顔が多い指導者のチームの満足度が高い傾向が見られる。 

〇子どもたちにとって「大人のモデルになれる（指導者のような大人になりたい）」憧れら

れる大人の指導者になる、というのはまだまだ、というチームが多い。 

〇「バレーボールの指導に満足していますか」という設問への肯定的評価が相対的に低い。 

 指導者のスキル向上が望まれる。 

〇保護者負担の多いと思われるチームの満足度は上がらない傾向が推察される。 

〇感情の起伏の激しい指導者（突然態度が変わったり、大きな声で指導が入ったりする指

導者）は、避けられる傾向があるようだ。 

〇バレーボール人気は衰えていない。バレーボールの指導の仕方を、時代に合わせて、選

手主体・全員参加型に変えることにより、他を圧倒できるスポーツ少年団として存在し続

けられる可能性は、限りなくある。 

実践内容 

始まりの挨拶 

益子直美さん怒らない大会ウォーミングアップ 

アンダーレシーブをやってみよう！ 

３対３で５点先取ゲーム 

整列・終わりの挨拶 

成果 

１人１つずつボールをあげることができ、さらに本番に使ったものは園に寄付。 

園庭でバレーをすることが増えた年長さん。チラシもお渡しし、見学希望もあり。 

先生方からも１年生になる準備（挨拶やルール）ができよかったと好評だった。 

課題 

ルールが難しい。ボールを投げたり蹴ったりしたくなる。その都度声をかけ、時間が少

ないからしっかりやりましょう。と促した。 


